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わき上がる風てロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四

テッポウユリの花

( No. 210 ) 

鹿野）IIダムのほとりで、高野頼信さん（下鹿野川）がみつけたテッポウ

ユリの花。高野さんは 8月の終り町営バスを運転しているときにこのテッ

ポウユリと出会いました。みるからに重そうなので、雨風に耐えられる

ようにと支柱をし、毎日花の咲くのを楽しみに待っていたといいます。

花の数なんと38個。少し小ぶりではありますが花の美しさ、たくましさ

は「日本一」。

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町 報＝

0まちの話題 2 

層祝長寿90歳以上の皆さん 5 

優保健だより .. 6 

層国保・年金だより .. 8 

0みんなの広場... ・・10 

0お知らせ 12 

層社協だより ・ 13

~10月のカレソダー ・ ・20 

＝森林組合だより＝

*けこを診る木を知る ・ ・ ・14 

層お知らせ .. ..... ・ 15 

＝公民館報＝

冷第18回肱川サマースクール・・・16 

冷わんばく学級・・ 18 

*世界・全国空手道大会 19 

人口 3,2 1 8人 (0 )

男 1,5 4 0人 (+2)

女 1,6 7 8人 (-2)

世帯数 1, 0 7 3職 (+3)

（平成12年 8月31日現在）
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柩麿。⑨。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 臼 (2)

ドラゴン
シンポジウム

ヽヽ
HIJIKAWA 

八
月
二
十
六
日
（
土
）
風
の
博

物
館
で
、
ド
ラ
ゴ
ソ
シ
ソ
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
洋
で
は
皇
帝
の
象
徴
、
西

洋
で
は
王
に
退
治
さ
れ
る
敵
役

で
あ
る
「
龍
」
。
そ
れ
は
、
蛇
か

ら
「
進
化
」
し
て
誕
生
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
雨
を
降
ら
せ
農

民
を
助
け
る
日
本
の
龍
。
龍
と

は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。
静
岡

大
学
荒
川
教
授
は
、
龍
の
魅
力

だ
け
で
な
く
、
生
物
学
的
に
み

た
龍
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ソ
で
は
、
発
表
者
へ

の
質
問
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

会
場
は
「
ド
ラ
ゴ
ソ
」
談
義
で

持
切
り
で
し
た
。

講師

荒川
静岡大学教授

1940年（辰年）生まれ。東北大学理学部卒。

現在静岡大学人文学部教授。科学思想史専攻。

著書に『古代日本人の宇宙観』 『車の誕生』 『科学と

科学者の条件』他。

龍に関心をもったのは、同僚の先生が「十二支の生物

学」を講義としていたにもかかわらず、龍のみが架空

の生き物ということで外されたことを聞き、“それで

は自分で調べてみう”と思いたったのがきっかけ。関

連の論文等に「龍と花」「龍の科学史」「龍とナーガの

形態学」「龍の起源」などがある。

紘

朧 ． 

（あらかわ ひろし）

ドラコンとは

一値なにも17lなl7lカ‘
な
情
報
、
楽
し
い
話
題
を
教
え
て
く
だ
さ
、
゜

――
 

こ
の
行
事
は
、
二
年
前
か
ら
準
備
が
す
す
め
ら
れ
、
西
暦
二

0
0
0年
辰
年
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
全
国
か
ら

「
龍
」
の
フ

ァ
ソ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
奥
脇
光
弘

さ
ん
は
、
竜
グ
ッ
ズ
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
キ
ャ
リ
ア
は

25
年
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ソ
は
二

0
0
0点
を
越
え
て
お
り
、
竜
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
は
る
ば
る
長
野
県
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
の
沖
牟
田
龍
雄
さ
ん
は
、
大
変
有
名
な

地
元
大
蛇
山
祭
り
の

P
R
兼
ね
て
肱
川
を
訪
れ
、
「
龍
」
を
通
し

て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。



(3) 柩酋。＠。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） g 

八
月
二
十
七
日
（
日
）

「第
六
回
風
お
こ
し
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大
会
」

が
、
午
前
九
時
か
ら
鹿
野
川
湖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
町

肉
外
か
ら
喜
多
郡
を
は
じ
め
、
松
山
市

・
大
洲
市

・
野
村
町

・
松
野

町

・
宇
和
島
市
な
ど
、
ボ
ー
ト
愛
好
者
三
十
一
チ
ー
ム
三
百
十
人
。

参
加
者
た
ち
は
、
残
暑
き
び
し
い
中
、
家
族
や
友
人
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
一
生
懸
命
オ
ー
ル
を
漕
い
で
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
年
々
参
加
申
込
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
は

十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
今
年
こ
そ
優
勝
し
た
い
」「
せ
め

て
三
位
に
な
れ
た
ら
」
「
う
ち
は
ブ
ー
ビ
ー
賞
を
」
な
ど
。
ド
ラ
ゴ

ソ
ボ
ー
ト
大
会
を
通
し
て
、
ま
た
今
年
も
町
内
外
の
み
な
さ
ん
と
交

流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、

漕
ぎ
手
八
人
、
舵
取
り
一

人
、
伴
奏
一
人
の
十
人
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
往
復
四

五
〇
ば
の
距
離
を
レ

ー
ス

す
る
も
の
で
す
。
各
チ
ー

ム
、
二
回
ず
つ
の
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
を
行

い
、
タ
イ
ム
の
良
い
記
録

で
決
勝
へ
進
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
決
勝
戦
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

惜
し
く
も
、
優
勝
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
位

か
ら
六
位
ま
で
は
町
内
の

チ
ー
ム
が
大
健
闘
し
ま
し

た。

＂` ゲ ， 
タ.. .-・ 

夕， イ→ 

順 位 チーム名 タイ ム

1 宇和島漕友会 3分06秒06

2 ワールドステージ 3分22秒43

3 予子林オールド 3分23秒09

4 鹿野川ロイヤルズ 3分26秒39

5 上鹿野川ポケモン＆四電鹿野川 3分28秒04

6 川上商工会青年部 3分33秒76



柩~®。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 閾瞬 (4)

―大
谷
地
区
地
域
つ
く
り
懇
談
会
開
催
一

県
道
蔵
川
大
谷
線
早
く
改
良
し
て

ー
住
民
と
県
が
懇
談
会
—

県
地
方
局
の
幹
部
が
地
域
に

出
向
き
住
民
の
生
の
意
見
を
聞

く
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
が
、

八
月
二
十
八
日
大
谷
公
民
館
で

あ
り
、
八
幡
浜
地
方
局
と
大
谷

住
民
の
代
表
が
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
八
幡

浜
地
方
局
側
か
ら
幹
部
職
員
地

方
局
長
以
下
十
二
人
、
大
谷
地

区
か
ら
は
大
谷
自
治
会
長
、
議

員
、
部
落
長
、

P
T
A
会
長
、

民
生
委
員
、
消
防
団
な
ど
代
表

者
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
野
本
地
方
局
長
が

「
県
で
は
『
共
に
創
ろ
う
、
誇

れ
る
愛
媛
』
を
基
本
理
念
に
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、

日
頃
行
政
機
関
と
ふ
れ
あ
う
機

会
の
少
な
い
地
域
に
地
方
局

の
職
員
が
出
向
い
て
こ
れ
か

ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
」

と
、
あ
い
さ
つ
。

こ
の
あ
と
、
地
方
局
か
ら

「
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
」
「
食

中
毒
に
つ
い
て
」
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ

い
て
」
「
一
般
県
道
蔵
川
大

谷
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
」

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
悪
徳
商
法
に
つ

い
て
は
、
二
十
歳
以
下
の
若

者
と
独
居
老
人
の
被
害
が
多

い
の
で
、
役
場
、
県
民
生
活

課
、
警
察
へ
す
ぐ
に
相
談
し

て
被
害
を
防
い
で
ほ
し
い
。

ま
た
、
一
般
県
道
蔵
川
大
谷
線

の
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、
大

谷
自
治
会
で
も
今
一
番
の
問
題

で
あ
る
。
こ
の
道
路
改
良
が
早

く
完
了
し
な
い
と
、
公
民
館
問

題
、
轟
滝
周
辺
の
整
備
の
問
題

が
前
向
い
て
進
ま
な
い
。
短
期

間
に
完
成
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
な
さ
れ
、
地
方
局
か
ら
も
、

用
地
問
題
、
エ
法
な
ど
難
し
い

問
題
も
あ
る
が
、
早
く
完
了
し

た
い
、
ど
う
か
地
元
の
協
力
も

お
願
い
す
る
。

ま
た
、
管
内
の
婦
人
会
の
組

織
の
活
動
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

身
障
者
の
駐
車
場
利
用
に
、
砂

利
道
に
誘
導
さ
れ
、
車
椅
子
の

利
用
に
難
渋
し
た
、
身
障
者
用

の
表
示
な
ど
で
き
な
い
の
か
。

そ
の
他
、
産
業
廃
棄
物
（
ビ
ニ
ー

ル
）
な
ど
の
処
分
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
、
焼
い
て
も
良
い

の
か
等
の
意
見
が
あ
り
、
県
側

か
ら
適
正
に
処
理
し
な
い
と
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ソ
の
発
生
を
み
る

の
で
焼
か
な
い
で
ほ
し
い
。
県
、

業
者
、
利
用
者
間
で
そ
れ
ぞ
れ

負
担
し
て
処
理
を
考
え
て
い
る
。

と
回
答
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
、
「
自
分
の
地
域
は
、

自
分
で
守
る
の
が
基
本
だ
が
、

で
き
る
だ
け
要
望
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
た
い
。
」
と
答

え
て
い
た
。
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(5) ~酋。＠。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 臼

第
二
十
一
回
愛
媛
県
操
法
大

会
が
九
月
十
日
、
松
山
市
の
県

消
防
学
校
大
規
模
訓
練
場
で
行

わ
れ
、
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
小
型
ポ
ソ
プ
十
七
チ
ー

ム
、
ポ
ソ
プ
車
十
六
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
競
わ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
消
防
団
第
五
分
団
は

大
洲
市
喜
多
郡
の
代
表
と
し
て

-• ・グ； 芝“-；―.— ―・ 

·-C.:::~"!.c- · --
. ：二；

.̀:. 

操 法開始

後方は、選手を見守る応援者

小
型
ポ
ソ
プ
の
部
に
出
場
し
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
地
元
後
援

会
や
各
分
団
な
ど
の
関
係
者
な

ど
が
見
守
る
な
か
、
五
番
目
の

登
場
と
な
り
ま
し
た
。

五
分
団
は
、
七
月
の
地
区
大

会
以
後
も
訓
練
を
重
ね
、
こ
の

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
他
地
区
の
強
豪
が

ひ
し
め
き
惜
し
く
も
五
位
入
賞

:― ---. • ・-..;＿ 
ー・• •`—• 

→.．＊ニー一→一
- -—; =． 

-.: 
.-—三•・ ｀ →・ ,...，・屯
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放水の瞬間

健
闘

消
防
操
法
大
会

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精

一
杯
の
演
技
を
披
露
し
、
終
了

後
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

操
法
大
会
出
場
の
分
団
で
は
、

長
期
間
に
わ
た
る
訓
練
の
苦
労

と
大
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
、

成
し
遂
げ
た
充
実
感
が
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を

と
お
し
て
、
今
後
の
消
防
団
活

動
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
く

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
今
年
の
暑
い
夏

は
操
法
大
会
に
打
ち
込
ん
だ
第

五
分
団
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

〔一

0
五
歳
〕

高
橋
安
一
（
上
嵯
峨
谷
）

〔
一
〇
一
歳
〕

米
田
フ
ク
ヱ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔

1
0
0歳〕

上
野
サ
カ
ヱ
（
共
栄
）

栗
田
ク
ニ
ヱ
（
郷
）

坂
井
キ
ミ
ヱ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
八
歳
〕

松

田

ヌ

イ

（

郷

）

柁
谷
邦
子
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
七
歳
〕

本
門
フ
ジ
エ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
六
歳
〕

坪
田
嘉
儀
（
協
生
）

出
水
サ
カ
エ
（
大
和
）

松
尾
、
ど
ス
カ
（
中
野
）

山
下
ソ
メ
ヨ
（
瓜
生
谷
）

〔
九
十
五
歳
〕

穂
積
チ
ョ
ノ
（
市
之
畦
）

白
石
キ
ク
コ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
四
歳
〕

銀 長 寿
9月15日は敬老の日。ご長寿の皆さん

に対しまして心よりお慶びを申し上げま

す。町内に住む90歳以上の方は45人。お

名前をご紹介いたします。（敬称略）

これからも、健康に気をつけて長生き

してくださいね。

（平成12年9月 1日現在）

寺
岡
幾
次
郎
（
白
石
）

大
森
フ
ユ
ノ
（
小
倉
）

山
下
ト
ラ
ヨ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
三
歳
〕

東
カ
ホ
ル
（
道
野
尾
）

曽
根
フ
サ
コ
（
中
野
）

和
氣
花
子
（
上
鹿
野
川
）

堀

ッ

子

ヨ

（

柳

）

永
成
ツ
ヤ
ヱ
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
二
歳
〕

安
川
正
則
（
協
生
）

山
田
ヨ
シ
子
（
嘉
城
）

中
野
貞
子
（
共
栄
）

藤
高
ハ
ナ
ミ
（
中
野
）

池
田
愛
子
（
下
鹿
野
川
）

池
田
宮
コ
（
藤
野
原
）

花
岡
農
夫
雄
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
＿
歳
〕

新

重

子

（

広

常

）

神
井
恵
美
子
（
大
和
）

三
井
ミ
ツ
ル
（
小
藪
）

川
上
幸
子
（
下
鹿
野
川
）

城
戸
ミ
ナ
コ
（
下
嵯
峨
谷
）

三
瀬
、
ソ
マ
（
市
之
畦
）

西
村
繁
子
（
か
わ
か
み
荘
）

〔
九
十
歳
〕

冨
永
ア
サ
子
（
八
重
栗
）

久
保
田
壽
行
（
山
槌
）

山
本
オ
チ
ウ
（
協
生
）

沖
野
藤
徳
（
小
藪
）

沖
野
ヨ
シ
オ
（
小
藪
）

金
野
フ
ジ
エ
（
下
鹿
野
川）

丸
山
音
澄
（
上
鹿
野
川
）

大
野
シ
ズ
カ
（
町
）

櫻
田
ト
ク
子
（
か
わ
か
み
荘
）



柩酋。＠。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 闊瞬 (6)

光
明
さ
ん

江
美
さ
ん

膵
臓
に
炎
症
が
起
こ
り
、
痛

突
然
に
お
こ
る

激
し
い
痛
み

和認

I膵］

淡：

り
ゅ
う
た
ろ
う

冨
永
龍
太
郎
ち
ゃ
ん
（
月
野
尾
）

平
成

10
年

3
月
1
0
日
生
ま
れ

2
歳
6
カ
月

〈ね西ー〉疇
おおよい巨 く 名 龍
母 父ろ ま育 前太

t i t t ：厄は門
くまけす
れ

る。

る＜
し事

事
な

を元
望気凪
んよ々

み
を
生
じ
る
の
が
「
膵
炎
」
で
す
。

急
性
か
慢
性
か
に
よ
っ
て
そ
の

症
状
は
違
い
ま
す
。
急
性
膵
炎

の
場
合
は
、
主
に
み
ぞ
お
ち
ゃ

．、
h
り
り
り
4
,
3ヽ
3
ヽ
月
、
り
・

り

お

今
宮
里
緒
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成

10
年
3
月
1
5
日
生
ま
れ

2
歳

6
カ
月

お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
、

お
姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
す
ぐ
し

ま
す
。
「
バ
カ
殿
」
が
大
好
き

で
ひ
ょ
う
き
ん
な
里
緒
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
世
界
で
一
番
か
わ
い

い
私
達
の
妹
で
す
。
（
姉
よ
り
）

お
父
さ
ん
二
雄
さ
ん

お
母
さ
ん
祐
美
さ
ん

原
因
は
、
炎
症
に
よ
る

膵
臓
細
胞
の
壊
死

左
上
腹
部
の
あ
た
り
が
突
然
激

し
く
痛
み
だ
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
中
に
は
横
に
な
っ

て
体
を
え
び
の
よ
う
に
折
り
曲

げ
、
そ
れ
に
耐
え
よ
う
と
す
る

人
も
い
ま
す
。

慢
性
膵
炎
は
、
急
性
膵
炎
の

よ
う
な
激
し
い
痛
み
が
数
か
月

お
き
に
く
り
返
さ
れ
る
も
の
や

急
性
ほ
ど
の
ひ
ど
い
痛
み
で
は

な
い
も
の
の
、
シ
ク
シ
ク
と
し

た
痛
み
が
絶
え
ず
あ
る
も
の
な

ど
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

膵
臓
は
、
胃
と
脊
椎
の
間
に

あ
る
、
長
さ

15cm
く
ら
い
の
細

長
い
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
よ

う
な
形
で
、
十
二
指
腸
か
ら
ひ

臓
の
ほ
う
に
な
な
め
に
横
た
わ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
膵
臓
は
、
外
分
泌
と
内

分
泌
の
二
つ
の
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
の
で
す
。

外
分
泌
は
、
膵
臓
か
ら
十
二

指
腸
に
膵
液
と
い
う
消
化
液
を

分
泌
す
る
働
き
が
あ
り
、
膵
液

に
は
食
べ
も
の
を
消
化
す
る
い

ろ
い
ろ
な
酵
素
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
内
分
泌
は
イ
ソ
ス
リ

ソ
な
ど
の
ホ
ル
モ
ソ
を
分
泌
し

ま
す
。

男
性
は
ア
ル
コ
ー
ル
の

飲
み
す
ぎ
が
多
い

こ
の
イ
ソ
ス
リ
ソ
が
不
足
す

る
と
血
液
中
の
糖
分
が
多
く
な

り
す
ぎ
て
糖
尿
病
に
な
る
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。

急
性
膵
炎
は
、
膵
液
に
含
ま

れ
て
い
る
消
化
酵
素
が
、
何
ら

か
の
理
由
で
、
膵
臓
そ
の
も
の

に
作
用
を
及
ぽ
し
、
炎
症
を
起

こ
し
た
場
合
に
生
じ
ま
す
。

慢
性
膵
炎
は
、
こ
う
し
た
炎

症
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
う
ち

に
、
膵
臓
の
細
胞
の
一
部
が
壊

死
し
、
そ
の
代
わ
り
に
線
維
成

分
が
増
え
、
硬
く
な
っ
て
き
ま

す。
原
因
で
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
の

関
与
が
多
い
こ
と
が
見
の
が
せ

ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
る

と
、
膵
管
の
十
二
指
腸
の
出
ロ

あ
た
り
に
、
炎
症
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
、
膵
液
が
滞
り
、
膵

炎
を
生
じ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す。
女
性
の
場
合
に
多
い
原
因
の

―
つ
に
「
胆
石
」
が
あ
り
ま
す
。

膵
管
と
胆
管
は
出
口
が
合
わ

さ
っ
て
十
二
指
腸
に
入
り
ま
す
。

そ
の
た
め
胆
石
が
あ
る
と
、
膵

液
が
流
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、

と
き
に
は
逆
流
し
、
膵
臓
自
体

ふ
ノの

腸

胆

指

(

l

 
二十

肝臓
急
性
膵
炎
の
場
合
は
、
絶
食

と
安
静
を
基
本
に
し
ま
す
。

絶
食
は
し
て
も
、
水
分
や
栄

養
は
必
要
で
す
の
で
点
滴
で
補

給
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
抗

酵
素
薬
や
感
染
予
防
の
た
め
抗

生
物
質
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

膵
炎
予
防
の
ポ
イ
ソ
ト
は
、

や
は
り
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
と
ア

ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意

す
る
こ
と
で
す
。
痛
み
が
な
い

時
で
も
、
暴
飲
暴
食
は
禁
物
で

藤

す。＼

＼

ー

＼

ひ牌

胃
バ
げ
小
洪
＼
~
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夏
e

治
療
と
予
防

急
性
の
場
合
は

絶
食
と
安
静

を
消
化
し
て
炎
症
を
起
こ
し
て

し
ま
う
の
で
す
。



(7) 柩毯。⑨。⑱ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 扇

介
平成12年10月から

保険料を納めます I ¥..../0 

介護保険では、介護を国民みんなで支えるため、高齢者の方も含め40
歳以上のすべての方に、保険料を納めていただくことになっています。

霞 謀険
高齢者の方 も

6
5
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
法
の
円
滑
な
施
行
の

た
め
の
特
別
対
策
と
し
て
、
介

護
保
険
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
仕
方
な
ど
に
な
れ
、
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
保
険
料

を
負
担
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
12
年
4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
半
年
間
は
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

●
平
成
12
年
10
月
か
ら
平
成
1
3

年
9
月
ま
で
の
一
年
間
は
、

本
来
の
保
険
料
の
半
額
を
納

め
る
こ
と

※
平
成
1
3
年
10
月
か
ら
は
本
来

の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。保

険
料
の
納
め
方
に
は
、
年

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
、

納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴

収
）
が
あ
り
ま
す
。

65
歳
以

L
の
人
の

保
険
料
の
納
め
方

平
成
12
年
10
月
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す

●
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）

d

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
1
8

万
円
（
月
額
1
万
5
千
円
）
以
上

の
方
》平

成
12
年
10
月
以
降
、

2
か

月
お
き
（
平
成
12
年
度
は
10
月
・

12
月
・

2
月
）
に
支
払
わ
れ
る

年
金
か
ら
、
支
払
い
ご
と
に
、

2
か
月
分
の
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
対
象
者
に
は
、

10

月
の
部
落
長
会
で
介
護
保
険
料

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
（
平
成

12
年
度
分
明
細
書
）
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
か
ら
は
天
引
き
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関
へ

の
納
付
（
普
通
徴
収
）

《老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
1
8

万
円
（
月
額
1
万
5
千
円
）
未
満

の
方
》

平
成
12
年
10
月
以
降
（
平
成

12
年
度
は

10
月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
）
の
各
月
ご
と
に
、
納
税

組
合
を
通
じ
て
納
付
書
に
よ
り

納
め
て
い
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。
普
通
徴
収
対
象
者
に
は
、

10

月
の
部
落
長
会
で
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
（
平
成
12
年
度
分

明
細
書
）
及
び
納
付
書
(10
月
分
）

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

【所得に応じた保険料の額】
（年額）

軽減さ れる方
基 準 額 を

割り増しの保険料を支払う方
支 払 う 方

※基準額：2,349円X12月
与28,200円

生活保護の受給者、 本人が住民税非課税で 本人が住民税課税で
世帯全員が 本 人 が

（計算例 28,200円XQ.5 老齢福祉年金受給者 合計所得金額250合計所得金額250

X 1/4与3,500円）
（住民税世帯非課税）

住民税非課税 住民税非課税
万円未満 万円以上

基準額X0.5 基準額XQ.75 基準額X1.0 基準額X1.25 基準額Xl.5

12年度（通常年額の1/4) 3,500円 5,300円 7,000円 8,800円 10,600円

13年度（ ” 3/4) 10,600円 15,900円 21,100円 26,400円 31,700円

14年度（ ” 4/4) 14,100円 21,100円 28,200円 35,200円 42,300円



哲毯。⑨。座） ＇思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 且 (8)

みなさんの納める保険税は、国

民の財源の約40％を占め、国保運

営にとって欠かせないものです。

保険税や国庫支出金などで得た

収入の約70％は、みなさんが病気

やけがをして医療機関にかかった

ときなどの保険給付に使われてい

ます。

国保の財源構成（厚生省資料・平成9年度）

税
乃

険

{‘

保

蹄

/
 

I;' 

,＇ー

.9
 ... 9
 ... ``‘. 

窓口で支払う

医療費はほんの一部
例えば、国保に入っている人が病院に行

き、 3,000円支払ったとしましょう。

みなさんが医療機関の窓口で支払う医療

費は一部負担金といい、実際にかかった医

療費総額のわずか 3割でしかありません。

3割の一部負担金が3,000のとき、医療費

総額は 10,000円にもなっているのです。

あとの 7割、 7,000円は国保が負担してい

ます。この7,000円が保険給付費であり、

この数字が増えれば、保険税の値上げによっ

て収入も増やさなければなりません。

国 保

6
 

2

¥
 

＼
 

ヽ

t

i

‘
,
1＼ー

保険給付費

67.7% I 

I 
／ 

／ 

一般家庭浄化槽人数算定方法

及 び補助金一覧表

規 模 5 人 槽 6 ~ 7人槽

家の面積 130面以下
1 3 0面を
超えるもの

補助金 354,000円 411,000円

規 模 1 0人槽

家の面積 台所及び浴室が 2カ所以上

補助金 519,000円

割3
 

曇
言
四

国
保． 
年
金
だ
よ
り

合併処理浄化槽
設置に補助金

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
処
理
と
併
せ
て
、

洗
濯
・
台
所
な
ど
の
家
庭
排
水
を
浄
化
し
、
水
質

保
全
効
果
に
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家
庭
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
に
補
助
金
を
受
け
て
浄
化
槽
設

置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
補
助
枠
の
関
係
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
月
十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
•
お
申
し

込
み
は
肱
川
町
役
場
町
民
課
環
境
衛
生
係
ま
で
。

電
話
三
四
ー
ニ
三

―
-
（
内
線
ニ
ニ

0
)



(9) ~酋。©。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 且

「すべては、このクソ田舎町オーモルのせい！！

，
 

月 30 日 （土） 風の博物館上映

SHOW ME 

．
 

LOVE 
ショー 一一一

ラヴ

風

博

通

信

世
代
と
国
境
を
越
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
が
絶
賛
し
た
作
品
は

本
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
国
民
の
十

人
に

一
人
の
観
客
を
動
員
し
年

間
観
客
動
員
数
で
ナ
ソ
バ
ー
ワ

ソ
と
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ソ
映
画

祭
で
は
パ
ノ
ラ
マ
部
門
国
際
芸

術
映
画
連
盟
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
数
々
の
賞
に
輝
き
、
国
境
を

越
え
た
賞
賛
の
嵐
が
吹
き
溢
れ

て
い
る
。

0
あ

ら

す

じ

お
洒
落
で
可
愛
い
ェ
リ
ソ
の

学
校
で
の
会
話
と
い
え
ば
「
パ
ー

テ
ィ
ー
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
。
」

デ
ー
ト
の
相
手
に
も
困
ら
な
い
。

何
不
自
由
な
い
楽
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

で
も
、
変
わ
り
映
え
の
し
な
い

平
凡
な
毎
日
に
う
ん
ざ
り
し
て

い
た
。
一
方
、
躾
の
厳
し
い
家

庭
で
育
っ
た
ア
グ
ネ
ス
は
周
囲

に
合
わ
せ
て
生
き
る
環
境
に
嫌

気
が
さ
し
て
い
る
。
し
か
し
、

学
校
で
未
だ
に
友
達
を
作
れ
なSHOW ME→ミ

•LOVE 
'L=...-: - l=..:..-,:_- に.:;.―......ヒ_•.-ヒ--

;:;;.;....:. ・ …;→--とら—•-~ ----- ---l'’’,'9•n9'’, •, 
------—ぞ．て=で-―で・9-_て-二です―- ---‘ 

＊上映 日 9月30日（土）
＊時 間 ①10:00~、 ②14:00~、
＊場 所 風の博物館（ホール）
＊ 入 場料

l ：中高誓 I1,;gg闘I :苔冒 [ggg尉
バラエティショップ岩田、風の博物館

各回先着50名にスウェーデン
輸入のキャンディーをプレゼ
ントします。

③19: 00-------

＊前売券取扱店

い
自
分
に
も
自
己
嫌
悪
を
感
じ

て
い
た
。
あ
る
夜
、
エ
リ
ソ
は

か
ら
か
い
半
分
で
行
っ
た
ア
グ

ネ
ス
の
誕
生
日
パ

ー
テ
ィ
ー
で

彼
女
と
初
め
て
話
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
中
の
何
か
が

動
ぎ
始
め
て
い
る
の
を
感
じ
る
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
エ
リ
ソ
は

戸
惑
い
な
が
ら
も
何
か
を
見
つ

け
よ
う
と
思
っ
た
と
お
り
行
動

し
て
み
る
が
結
局
何
も
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
悩

ん
だ
挙
げ
句
、
エ
リ
ソ
は
勇
気

を
絞
っ
て
あ
る
決
断
を
す
る
…

…
さ
て
、
そ
の
行
方
は
…
…

□t
:
 

,T 

商
業
や
業
務
に
使
う
「
は
か

り
」
は
、
2
年
に
一
度
、
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

左
記
の
と
お
り
「
は
か
り
」
の

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
時
問
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
役
場
産
業
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
1
0
月
2
0
日
（
金
）

1
0
時
ー
12
時

13
時
ー
14
時

◇
場

所

肱

川

町

役

場

（
駐
車
場
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

6
3
4
1
2
3
1
1
 

産
業
課
（
担
当
松
田
）

「
は
か
り
」
の
検
査

の
お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

●
愛
媛
県
労
働
局
で
は
、
県
内

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正

し
、
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月

一

日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支

払
う
賃
金
は
、
一
日
四
、
八
五

二
円
（
一
時
間
六

0
七
円
）
以
上

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

~
o
八
九
（
九
三
五
）
五
二0
0

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

~
o
八
九
四
（
二
ニ
）
一
七
五
〇

最

低

金

の
お
知
ら
せ

賃



@。R。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 国 銅(10)

「
私
た
ち
の
希
望
・
夢
」
の
つ
ま
っ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
は
平
成
20
年

八
月
十
五
日
（
火
）
正
山
分
公

館
（
正
山
風
の
会
）
が
主
催
す
る

二
0
0
0年
記
念
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
埋
蔵
及
び
記
念
碑
の
除

幕
式
が
正
山
小
学
校
の
校
庭
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
に
は
地
域
住
民
の
「
私

た
ち
の
希
望

・
夢
」
が
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
は
、
分
館
の
役
員
や
正
山

小
学
校
の
子
供
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
『
美
風
伝
承
』
と
刻
ま
れ
た

記
念
碑
の
そ
ば
に
埋
蔵
さ
れ
ま

し
た
。
開
封
は
平
成
二
十
年
、

今
か
ら
八
年
後
で
す
。

みんな元気で

2学期がスタートしました

● l -

九
月
一
日
（
金
）
長
い
夏
休
み

が
終
り
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り

に
先
生
や
友
達
に
会
え
て
う
れ

し
い
反
面
す
こ
し
緊
張
気
味
。

「
何
か
一
っ
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
み
つ
け
て
や
っ
て
み
よ
う
」

「
や
ろ
う
と
決
め
た
こ
と
を
長

く
続
け
る
努
力
を
し
よ
う
」

校
長
先
生
は
、
始
業
式
の
中
で

こ
の
よ
う
な
話
を
子
供
た
ち
に

さ
れ
ま
し
た
。

大谷幼稚園・小学校の子供たち



(11)訟R⑱ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 且

笑い声と歓声にみちあふれた夜神楽

岩谷の谷間にこだまする

軽やかなリズムの

太鼓の音

（山鳥坂鎮縄神楽）

八
月
十
三
日
、
旧
岩
谷
小
学

校
で
「
山
鳥
坂
鎖
縄
神
楽
」
が

公
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
神
楽
は
、
今
か
ら
約
三

百
年
ほ
ど
前
の
享
保
年
間
か
ら

岩
谷
地
区
に
伝
わ
っ
て
お
り
、

愛
媛
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
谷
地
区
で
は
、
一
昨
年
か

ら
こ
の
神
楽
を
お
盆
の
行
事
の

「
夜
神
楽
」
と
し
て
行
っ
て
お

り
、
今
年
も
大
勢
の
観
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
県
道
沿
い
に
設
置

し
た
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
大

き
い
提
灯
、
二
〇
ば
龍
と
新
た

に
加
わ
っ
た
燈
籠
の
特
設
舞
台

に
よ
る
出
迎
え
が
あ
り
観
客
を

驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
六
時
か
ら
の
神
事
に
続

き
、
七
時
か
ら
神
楽
が
始
ま
り
、

龍
と
燈
籠
の
舞
台
で
の
古
式
に

の
っ
と
り
行
わ
れ
る
舞
は
、
か

が
り
火
と
あ
い
ま
っ
て
、
幻
想

的
で
神
秘
的
な
世
界
を
か
も
し

出
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
軽
や
か
な
リ
ズ
ム

の
太
鼓
の
音
が
四
方
に
こ
だ
ま

す
る
と
、
観
客
の
心
を
浮
き
立

た
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
今

年
は
、
玉
井
義
行
さ
ん
（
大
洲

市
）
に
よ
る
「
腹
話
術
」
や
「
か

か
し
踊
り
」
も
加
わ
り
、
賑
や

か
な
観
客
の
笑
い
声
と
歓
声
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

歓
談
さ
れ
て
い
る
観
客
の
中

に
は
、
お
盆
で
帰
省
さ
れ
て
い

る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
同
窓
会
の
よ

う
で
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
も
学
校
の

廊
下
を
走
っ
た
り
教
室
で
遊
ん

だ
り
し
て
、
本
当
に
楽
し
そ
う

で
し
た
。



柩毯。c。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 闊 鯛 (12)

.................................................................................... ・-・............ .. 

⑫嶼 寧

三 ご饂力ください
。三平成l2年国勢調査
平成12年10月1日現在で全国一斉に

「国勢調査」が行われます。
この調査は、大正9年から 5年ごとに行われている

国の最も基本的な統計調査です。
特に、今年の調査結果は、 21世紀のまちづくりに

生かされる貴重なデータとなります。
あなたの調査票が、暮らしやすい未来の姿を描きます。

調査票には、

わたしたちの大切な未来が

つまっています。

調査票の配布

，， 
調査票の記入

，， 
調査票の回収

，， 
集計・公表

- 9月下旬から調査員が皆さんのお

宅に調査票を配ります。

- 10月 1日現在の皆さんの状況をご

記入ください。

-10月9日までに再び調査員が調査

票を受け取りにお伺いします。

-12月下旬から人ロ・世帯数の速報

値、「高齢者世帯の状況」や「労働

力状態、産業別構成」などを順次

集計・公表していきます。

とらえよう 日本の鼓動を 数字から

ペットも家族の一員です
10月は犬の危害防止対策推進月間で

す。犬の正しい飼い方をもう一度みな

おしましょう。

◇犬は必ずつないで飼いましょう。放し飼

いは、人に危害を加えたり、迷惑をかけ

ます。

◇犬を捨てないようにしましょう。犬を捨

てることは、野犬を増やすもとになり、

人に危害を加える原因になります。飼う

以上は、愛情と責任をもち終生かわいが

りましょう。飼えなくなったら、新しい

飼い主を探しましょう。

◇散歩の時のフンの後始末は飼い主の責任

です。他人に迷惑をかけないよう責任を

もって始末しましょう。

以上の三つのマナーを守って犬による危

害を未然に防ぎ住みよい生活環境づくりに

努めていきましょう。

午
前
25
人
・

し
ま
な
み
海
道

塔
頂
体
験
ツ
ア
ー
募
集

◆
し
ま
な
み
海
道
の
塔
（
タ
ワ
ー
）
◆
参
加
料
無
料
（
集
合
場
所

に
登
っ
て
、
塔
頂
で
の
さ
わ
ま
で
の
通
行
料
金
は
自
己
負

や
か
な
涼
風
と
三
六

0
度

の

担

）

雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
風
景
を
楽
◆
受
付
期
間

10
月
20
日
ま
で

し

ん

で

み

ま

せ

ん

か

。

◆

申

込

み

方

法

往

復

は

が

き

◆
期
日
1
1
月
1
1
日
・

12
日

に

①

希

望

者

(
1
枚
に
つ
き

◆
場
所
多
田
羅
大
橋

2
p
主

5
名
ま
で
）
②
ど
の
塔
に
登

塔
•
3
p

主
塔
、
来
島
海
峡
り
た
い
か
③
参
加
希
望
日
④

大
橋
8
p
主

塔

午

前

か

午

後

か

⑤

参

加

希

望

◆
対
象
①
小
学
4
年
生
ー
65

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
、
氏

歳
、
②
自
己
責
任
で

2
k
m
歩

名

、

年

齢

、

電

話

番

号

を

明

行
及
び
高
さ

2
0
m
の

階

段

の

記

の

う

え

応

募

し

て

く

だ

さ

昇

降

が

で

き

る

方

、

③

高

所

い

。

恐

怖

症

で

な

い

方

◆

申

込

み

・

問

合

せ

先

◆
募
集
人
員
各
主
塔
一

0
0

〒
7
2
2

—

8
7
9
0

人

尾

道

市

東

御

所

町

1
|
2
0

(
1
日
50
人

、

本

四

公

団

第

三

管

理

局

管

理

課

午
後
25
人）

0
8
4
8
|
2
2
|
,
5
2
1
1

△―5上土==—ゲーギら1年て公以¥¥M¥〉
森林・林業を取り巻く最新情報や所有

している森林の活用方法等について実技、

現地研修を通じて学んでみませんか。

〇期間等：第 1回 10月30日～31日

開講式、講義、製材品等の流

通調査

第 2回

講義

第3回 12月5日～ 6日

間伐実習

第4回 1月16日～17日

優良林業地視察研修（県外）

第 5回 2月7日～ 8日

篤林家による講義、閉講式

所：愛媛県林業試験場ほか

象：①森林所有者の方

②森林経営に関心のある方

員： 15名(5回のセミナーに継続

して出席できる方）

〇受講料：無料（通勤経費、食費は受講

者の負担）

〇お問合せ先：八幡浜地方局大洲出張所

林業課

11月16日～17日

〇場

〇対

〇定
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平成11年度共同募金受入状況

共同募金 単位：円

種 別 金 額

戸別募金 472,596 
街頭募金 8.950 
学校募 金 75,873 
職域団体募 金 211,589 
大口募金 58,274 
そ の 他 347 

合 計 827.629 

歳末たすけあい募金 単位：円

種 別 金 額

戸別募金 506,272 
そ の 他 20.038 
合 計 526.310 

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
年
も
十
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
戸
別
募
金
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-

い
羽
根

募

金

S
肱
川
町
共
同
募
金
委
員
会
S

運
動
期
間
10
月

1
日
S
1
2
月
31
日

社゚
協
だ
よ
り

肱川町社会福祉協議会

B (0893) 34-2312 

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
直

後
、
日
本
に
は
戦
災
孤
児
や
負

傷
兵
な
ど
の
援
護
を
必
要
と
す

る
人
が
全
国
で
三

0
0万
人
余

り
も
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
民
間
社
会
福
祉
事
業
の
整

備
は
急
務
で
あ
り
、
昭
和
二
十

二
年
に
既
に
ア
メ
リ
カ
で
成
功

を
収
め
て
い
た
共
同
募
金
運
動

を
日
本
で
も
始
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
南
ア

フ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
続
く
世
界

で
四
番
目
の
活
動
で
す
。

共
同
募
金
と
は
、
国
や
市
町

村
で
は
な
く
、
共
同
募
金
会
と

い
う
民
間
の
団
体
に
よ
っ

て
都

道
府
県
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ

る
募
金
で
す
。

各
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会

の
組
織
と
し
て
、
市
区
町
村
に

支
会
分
会
が
お
か
れ
募
金
活
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「赤
い
羽
根
」
は
、
共
同
募
金

運
動
の
シ
ソ
ボ
ル
で
す
。

「赤
い
羽
根
」
を
共
同
募
金
の

シ
ソ
ボ
ル
と
し
て
使
っ
た
の
は

ア
メ
リ
カ
が
最
初
で
す
。
こ
れ

に
ヒ
ソ
ト
を
得
て
、
日
本
で
も

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）

に
「赤
い
羽
根
」
を
、
ソ
ソ
ボ
ル

と

し
て
、
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。f
 肱

川
町
で
は
「
愛
媛
県
共
同

募
金
会
肱
川
町
分
会
（
肱
川
町

共
同
募
金
委
員
会
）
」
と
し
て
募

金
活
動
を
行
い
、
肱
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
内
に
事
務
局
が
お

か
れ
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
っ
て
な
に
？

期
間
中
に
集
め
ら
れ
た
募
金

は
、
い
っ
た
ん
「
愛
媛
県
共
同

募
金
会
」
に
す
べ
て
集
め
ら
れ
、

配
分
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
金

額
が
配
分
さ
れ
ま
す
。

●
地
域
配
分
：
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
配
分
及
び
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア

•
N
P
o

活
動
の
支
援

●
施
設
団
体
配
分

●
災
害
関
係
：
・
災
害
見
舞
金
等

肱
川
町
社
協
に
は
、
平
成
十

一
年
度
に
二
、
三
八

0
千
円
の

配
分
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
一
、
二
六
七
千
円
は
、
指
定

配
分
金
と
い
う
特
別
の
配
分
で

社
協
の
活
動
用
車
両
を
購
入
し

ま
し
た
。
他
の
配
分
金
は
、
独

居
高
齢
者
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

ま
ご
こ
ろ
郵
パ
ッ
ク
な
ど
に
使

用
し
ま
し
た
。
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ロ

小
さ
な
枝
な
ら
早
め
に
切
っ
て
し
ま
お
う

折れた枝をみると、はさまった樹皮
がくさびのような働きをしていること
が分かります。

大きな枝なら、間にワイ
ヤーを張るか、基部に穴を
空けてポルトと鉄棒で固定
しましょう。

この方法は日本ではあま
り行われていませんが、欧
米では効果的な方法とされ
ています。

、ム1'--

を折れやすくする場合もあります。

枝が伸びて途中から上に向かっ
ていいる枝に支柱をよくしますが、
曲がった部分に支柱をするとその
部分が裂けることがよくあります

支柱を複数にするか、枝の上部
をつるようにしましょう。

く
っ
つ
い
て
い
な
い
枝
は
折
れ
や
す
い

支
柱
の
入
れ
方
、
支
え
方

~
 

．．
 
、

L
'
 

＼＼一亨
を
診
る
亭
を

ロ
ー'
~

□
汀
バ
訓
t

こ

で

雪

？
｀ヽか＂

ぉ

。

う

、

れ

昇

謬

レ）

野

翡

＜

ぉ

詮

靡

ta

よ
も

は
れ

誌
[
杜

木
折

樹
幹

と
は四

言
；
3

誓
ふ[

 

枝
と
前

し

す

の

枝

る

重

ま

木

い

降

し

な

が

•

も
h

も
り
岱
．
て
い
3

枝念ロロ
1
i！
ふ
言
丘

っ
根
れ
材
お
し

る、

く
け
さ
の
が
を

＇し

が
付
出
分
枝
い

てヽし

と

、

き

部

と

合

っ

枝

は

じ

の

幹

り

っ

と

木

は

又

、

張

＜

枝

る

に

。

て

つ

い
外
す
し
引

と
支
え
る
）

枝

ま

割

う

張

た

す

さ
役
よ
っ
い
や

.ヽ') 
な

は

な

の

引

な

れ

に
う
こ
が
き
折

間
よ
。
枝
で
で

てヽ

の
の
す
と
が
圧

＇し

枝
び
ま
幹
と
重

っ

が
さ
い
、
こ
の

っV

皮
く
て
は
う
雪

樹
、
し
枝
合
、
。

り
を
な
り
め
い

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力

構
成

岩
谷
美
苗

誌
研
究
会

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化

セ
ン
タ
ー

小
川
芳
彦

（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化

r----------------------------------------------------------. 
i 

!―  
！ 二．—- 平’ ← -T ! t . -

I -----盲璽囀_＿ー ロど麟 I l L,,~'. ~. l 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I i 
i i 
！ 

県森連市況
！ 平成12年 8月26日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ．i 
！ 大洲木市 （単位対当り ：円） 市売日..乎成12年 8月21日i 市売数呈 980ケース 20,230kg i 

スギヒノキマッ 平 均 単 価 2,460円

！長さ末口径直曲がり直曲がり 直 その 他 銘柄別単価 ！ 

！ 
7 cm下本 270本 222本 356本 230 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

8 cm上本 329本 280本 440本 438 こうこ ～ 特用大 3,000~ 3,600 保 ！ 

I 14 mlq cm上 15,00010,000 35,100 24,700 18ClD上16,000 大 厚 3,400~5,800 保特 用 中 3,400~ 4,000 保！
I I I! 8 cm上17,100 9,000 36,500 30,000 4cm上20,000
! 24 cm上 17000 10 000 37 500 33 5OO ClDJ: 30 000 中 厚 4,500~ 6,000 保特用中小 2,500~ 3,500 保 ！ 

! 7cm下本 160本 128本 215本 128 中小厚 3,400~ 5,600 保特用小 2,000~ 3,000 保 ！ i l0Ji1:昇，100本 165点。00本 230 小 厚 1,500~ 3,500 保大パレ 2,000~ 2,600 保 ！

! 3 m 13 cm上 9,100 6,100 23,80016,700 18cm上15,000 大ウス 3,200~ 5,000 保中バレ 2,500~ 3,000 保 ！ 
I I 11 s cm上 17,200 111, 800 I 36, 900 I 32'100 p4叫 18,000 中 ウ ス 3,000 ~ 5,500 強中小パレ 1,500 ~ 2,000 保 ！ 
! 24 cm上13300 9 000 30 500 23 9OO cm上20000 
! 7cm下本一本一本一本一

中小ウス 2,000 ~ 4,000 強小パレ 500 ~ 1,000 保 ！ 

! 2m 8 cm上本一本一本一本一 小ウス 1,200~3,500 強変形 800~ 1,500 保 ！

16 cm上 ！ ! 13cm上 ジャミ 500~ 1,500 保 色 悪 ウ ス 400~ 1,500 保

！ 汀:土 20,50017,000 55,600 44,00O ClD上 どんこ大 ～ 色悪パレ 300~1,000 弱！

! 6 m 18 cm上 2010017 500 47 600 44 500 どんこ中 3,600 ~ 4,800 保 I」粒ドソコ ～ ！ 
！特選 どんこ小 2,500~3,300 保 ス ラ イ ス 300~6,000 保 ！

！ 足 場 1m当たり円～円 概況依然として小葉～ジャミ系の出品が約40％を占めている。上質な椎茸は ！ 
！ 秋の需要期を控へ、手当買入るも製品の荷動き鈍く、杉 ・桧共 少ないが、小～中葉ウスの軽めの品物はやや強保合で推移した。 ！ 

i臀号に保合。
i 桧枝打ち、良材は買気強い。 ． ！ 

l ~--------·--------~------------J 
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山行苗木の注文について

(1)注文書…部落長に配布依頼済み

(2)締切り…10月16日

電話でも注文結構です。

ケヤキ苗等もあります！

伐採の届け出及び伐採許可

申請について

椎茸原木や造林等での伐採の時期が近

づいてきました。森林法により伐採する

時には、伐採の届け出や保安林では伐採

許可の申請が必要です。

(1)地目が山林の場合…

伐採する30日前までに伐採の届け出が

必要

(2)保安林の場合…

伐採する前に伐採許可の申請をして許

可を受けてから伐採し、完了後は伐採済

の届け出が必要です。

申請のない場合は造林補助金の交付及

び下刈り補助の交付が受けられません。

森林組合へ連絡して戴ければ代理申請

致します。

木を伐採する時には森林組合へ早めにお知らせ下さい。

チェンソー、枝打機、仮払機

無料点検の実施

本年もチェンソーの使用時期がやって参りま

す。森林組合ではメーカーの御協力を得て、チェ

ンソー（スチール、ゼノア）、枝打機、刈払機

（ゼノア、カーツ）の点検修理を実施いたします。

（当日の点検代、修理代は無料ですが、部品を

交換したものについては部品代金のみいただき

ます。）

全員の方の点検を受けられ、安全な作業を行っ

ていただきます様お願いいたします。

記

◇日時平成12年9月29日（金）
午前9時～午後3時

◇場所森林組合椎茸倉庫

尚、当日機械だけを送られる方は、部落、氏

名、機械の調子を明記しておいて下さい。

又、チェンソー、刈払機の特別セールを行っ

ていますので、ぜひ、お求め下さい。

山に軽四が入ったら便利だな！

林内作業車道の開設
申し込みについて

(1)事業名…県単林内作業車道開設事業

(2) 事業対象…受益面積 2ha以上受益者 2戸

以上

(3)企画構造…幅員1.6m,...,_,2. 4m道路の勾配は

25度以内

(4)事業費・・事業の難易及び幅員により決定

する。

12年度の場合m当たり 140円～

1, 200円（排水施設は別）

(5)補助率…事業費の75%（伐開は除く）

(6) 申請方法…取りまとめは部落長に依頼済み

(7) p? 切り…10月16日



柩い。c。匝 然辰匪薗 闊瞬 (16)

．． 

名演技を披露した中学生徒

第
十
八
回
肱
川
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
八
月
十
七

巳
（
木
）
か
ら
二
十
日
（
日
）
ま
で
の
四
日
間
、
風
の

博
物
館
で
肱
川
中
学
生
（
二
十
人
）
を
対
象
に
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
英
語
に
親
し
み
英

会
話
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

A
l
,
t
 

？
ヽ
ス
メ
T
＼℃

匂
‘

し

0
、
?

゜編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

例
年
教
材
を
利
用
し
て
学
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

総
合
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
他
人

の
こ
と
を
考
え
る
」
を
挙
げ
、

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
一
〇

l
一
五
分
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
（
寸
劇
）
を
行
い

ま
し
た
。
物
語
や
配
役
は
、
中

学
生
が
案
を
練
り
、
そ
れ
を
英

訳
し
、
発
音
や
演
技
の
指
導
を

バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
や
麗
澤
大

学
生
が
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ

A
は
、
「
や
さ
し

さ
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う

物
語
で
す
。

町
中
ゴ
ミ
だ
ら
け
で
、
い
つ

も
町
の
様
子
を
気
に
し
て
い
る

王
様
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

王
様
が
町
を
歩
い
て
い
る
と
、

二
人
の
女
性
が
ゴ
ミ
を
捨
て
て

い
る
現
場
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

憤
慨
し
た
王
様
は
、
そ
の
女
性

た
ち
を
罰
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
別
の
女
性
が
そ
の
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
い
ま
し
た
。
王
様
は
、

そ
の
女
性
の
や
さ
し
さ
に
感
激

し
、
怒
り
は
消
え
て
い
き
ま
し

こ。f
 時

が
た
ち
、
王
宮
で
召
使
を

採
用
す
る
の
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た

二
人
の
女
性
と
ゴ
ミ
を
拾
っ
た

女
性
が
応
募
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
が
、
王
様
は
ゴ
ミ
の
件
を
問

い
た
だ
し
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
女
性

を
採
用
し
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
劇
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ

B
は
、
「
彼
を
許

し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
物
語

で
す
。酒

び
た
り
で
働
か
な
い
父
と

生
活
を
支
え
る
た
め
毎
日
遅
く

ま
で
働
く
母
、
そ
し
て
学
校
に

通
う
子
ど
も
が
三
人
い
る
と
て

も
貧
し
い
一
家
が
い
ま
し
た
。

突
然
、
父
が
家
を
出
て
行
き
、

三
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
母
を

助
け
る
た
め
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
助
け
も
得
て
、

安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
あ
る
日
、
父
が
家
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
父
を
許
す
こ
と
が
出
来

ず
、
追
い
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
母
は
父
を
許
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
母
の
気
持
ち
を
察
し
て
、

やさしさについて考えるーグループA-

彼をゆるしましょうかーグループ8-

子
ど
も
た
ち
も
父
を
許
す
こ
と

が
で
き
、
父
を
迎
え
に
行
き
ま

し
た
。許

せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
劇
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ

C
は、

「
王
様
の

復
帰
」
と
い
う
物
語
で
す
。

民
衆
を
苦
し
め
る
女
王
が
い

ま
し
た
。
そ
の
女
王
は
先
代
の

王
か
ら
王
位
を
剥
奪
し
て
い
ま

し
た
。女

王
は
、
民
衆
か
ら
高
い
税

金
を
取
り
立
て
て
い
た
た
め
、

民
衆
は
、
女
王
に
対
し
て
不
満

を
抱
き
、
先
代
の
王
に
復
帰
し

て
も
ら
お
う
と
反
乱
を
企
て
ま

す
。
そ
ん
な
民
衆
に
対
し
て
、

あ
る
老
人
が
女
王
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
説
く
が
、
民
衆
は
、
老
人
の

意
見
を
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
老
人
は
、
女
王
を
説

得
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
り
ま
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王様の復帰ーグループc-

し
た
。
実
は
、
老
人
こ
そ
先
代

の
王
で
あ
り
民
衆
の
気
持
ち
を

よ
く
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
老
人
が
国
を
再
建
す
る
た
め

に
、
王
位
に
返
り
咲
き
ま
し
た
。

相
手
を
理
解
し
、
話
し
合
い
、

助
け
合
う
気
持
ち
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
劇
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ

D
は
、
「
あ
な
た

は
、
幸
せ
で
す
か
」
い
う
物
語

で
す
。と

あ
る
酒
場
で
の
出
来
事
で

す。
毎
日
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
払
っ

て
い
る
老
人
が
、
今
日
も
酒
場

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
老
人
は
、

い
つ
も
の
如
く
酔
い
つ
ぶ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
老
人
を
女
将

も
従
業
員
も
相
手
に
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

女
将
も
従
業
員
も
せ
っ
せ
と

働
い
て
い
る
と
、
一
人
の
女
性

が
尋
ね
て
来
ま
し
た
。
あ
る
男

性
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
ニ

人
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
似

顔
絵
を
置
い
て
去
っ
て
い
き
ま

し
た
。女

性
が
去
っ
た
後
も
二
人
は

黙
々
と
働
い
て
い
る
と
、
男
性

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
男

性
は
、
酒
場
の
お
金
を
全
部
奪

お
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
へ
、
先
ほ
ど
の
女
性
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
女
性

は
、
実
は
男
性
の
娘
で
し
た
。

娘
は
、
父
親
を
説
得
し
ま
し
た
。

父
親
も
娘
の
言
薬
に
胸
を
打
た

れ
改
心
し
ま
し
た
。

お
金
よ
り
お
酒
よ
り
家
族
が

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
一
番

幸
せ
で
あ
る
と
い
う
劇
で
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

あなたは、幸せですかーグループD-

大谷分館 予子林分館 正山分館）

正
山
分
館
で
は
、
八

月
十
五
日
（
火
）
に
風
の

会
と
合
同
で
「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
事
業
」
を
風

の
祭
り
に
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。
大
同
窓

会
に
併
せ
て
開
け
る
楽

し
み
と
新
た
に
埋
蔵
す

る
夢
を
兼
ね
備
え
た
イ

ベ
ソ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

予
子
林
分
館
で
は
、

八
月
十
四
日
（
月
）
に
盆

踊
り
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
予
子
林
に
古
く

か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
し

で
踊
り
や
ど
て
カ
ボ
チ
ャ

の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
・

出
店
（
か
き
氷
・
焼
ぎ

鳥
等
）
•
お
楽
し
み
抽

選
会
等
も
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 大

谷
分
館
で
は
、
八

月
十
四
日
（
月
）
に
盆
踊

り
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
盆
踊
り
の
ほ
か
輪

投
げ
や
金
魚
す
く
い
・

出
店
（
イ
カ
焼
き
・
か

き
氷
・
ポ
テ
ト
等
）
、

子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
お
楽
し
み
抽
選
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

-・・・-、 ．．．．．、

風点描
「涼
風
や
一
枚
岩
の
石
の
橋
」

銀
杏
子

昭
和
四
十
二
年
六
月
、
小
藪

温
泉
で
催
さ
れ
た
俳
句
大
会
の

折
り
、
銀
杏
子
（
故
堀
尾
忍
一

氏
）
は
こ
の
橋
を
こ
う
詠
み
優

秀
句
と
し
て
評
さ
れ
た
と
聞
く
。

こ
の
句
の
如
く
こ
の
橋
は
一

枚
岩
で
出
来
て
い
る
。
こ
の
地

は
小
藪
温
泉
の
あ
る
コ
ウ
ト
コ

（
河
床
と
書
く
）
に
あ
り
、
石
丸

や
大
谷
よ
り
小
藪
に
く
る
折
必

ず
通
る
橋
で
あ
っ
た
が
、
今
は

通
る
人
も
少
な
く
な

り
静
か
に
横
た
わ
っ

て
い
る
。

何
時
ま
で
も
こ
の

ま
ま
の
姿
を
止
め
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
中
居
善
信
）
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翠翠媛町癬困財架菱訪叢翠翠
わんばく学級ゎんばく学級を平成12年 8月 9日（水）町

内小学校 6年生を対象に実施しました。参加者は14人で、町

内の施設や文化財等を見学しました。

まず、県の文化財に指定されている大谷文楽について、中

塚忠さん（保存会会長）から文楽の歴史を教えてもらい、実際

に人形を操作する体験をしました。

次の鹿野川ダムについて管理事務所で水の調節や発電所で

発電の説明を聞き、「おしどり号」に乗船してダム湖畔を遊覧

しました。

午後から、町内でも有数の景観ポイソトである京の森（中

居谷）に登り、町内を一望しました。

その後に、「かわかみ荘」

と「風の博物館」を見学し、

一施設の概要について勉強し

ました。

今回の体験で、肱川町の

良いところを発見して、こ

れからの学習に役立てても

一ー らいたいと思います。

... 
9.9.9.9•9

.9.9.9.9.9.9
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~
ス
ポ
レ
ク
郡
大
会
~

●

:
9
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9
.
9
.
9
.
9
 .... 9
 .... 9
 .... 
9.9•9 

.... 9
 .. 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ソ
祭
2
0
0
0
喜
多
郡
大
会
が
、

長
浜
町
を
主
会
場
に
郡
内
各
地

で
開
催
さ
れ
、
肱
川
町
で
は
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

I
部
を
担

当
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
優
勝
さ
れ
た
チ
ー

ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

各
チ
ー
ム
と
も
、
熱
戦
接
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
十
月
一
日

（
日
）
に
五
十
崎
町
で
開
催
さ
れ

る
八
幡
浜
管
内
大
会
の
予
選
も

町内で開催した女子バレー I部

兼
ね
て
い
て
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ

男
子
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

郷 ± の 伝 説

（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

文
政
の
こ
ろ
、
上
嵯
峨
谷
の
石
原
の
山
天
神
の
下
に

玄
六
と
名
乗
る
大
声
で
力
持
ち
が
い
た
。
庄
屋
が
現
下

石
宅
上
の
お
堂
へ
玄
六
を
呼
ん
で
知
ら
せ
事
を
頼
ん
だ
。

引
き
受
け
た
玄
六
は
大
声
で
頼
ま
れ
た
事
を
叫
ん
だ
ら
、

菟
野
尾

・
上
敷
水
ま
で
聞
こ
え
た
と
い
う
。

お
堂
の
庭
に
お
い
た
二

0
0貫
ほ
ど
の
大
石
を
一
人

で
背
負
っ
て
歩
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
寄
る
年
波
に
は

勝
て
ず
、
と
き
ど
き
大
声
を
あ
げ
は
じ
め
た
の
で
、
石

山
庄
屋
や
村
人
が
相
談
し
て
三
キ
ロ
は
な
れ
た
山
奥
に

小
屋
を
作
っ
て
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
。
い
ま
で
も
河
辺

の
川
上
の
方
に
夫
婦
の
墓
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

ボ
ら叫

び
玄
六
の
声
と
カ

火

難

水

難

除

む
か
し
、
笠
を
か
ぶ
っ
た
行
者
を
六
部
遍
路
と
い
っ

て
い
た
。
そ
の
行
者
が
あ
る
家
の
前
に
立
っ
て
経
文
を

唱
え
て
い
た
。
そ
の
家
の
若
嫁
が
産
づ
い
て
苦
し
ん
で

い
た
が
、
経
文
を
高
ら
か
に
唱
え
る
と
男
の
子
が
生
ま

れ
た
。
行
者
は
「
こ
の
子
は
七
歳
こ
ろ
に
水
で
死
ぬ
る

で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ
た
。

そ
の
子
が
川
へ
行
っ
て
も
付
人
で
注
意
を
重
ね
た
が
、

七
歳
に
な
っ
た
と
き
「
家
中
の
水
」
と
書
い
て
障
子
に
も

た
れ
て
死
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
水
難
除
と
し
て
倉
と

か
家
と
か
に
水
の
呪
い
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
火
難
に
つ
い
て
も
同
じ
意
味
だ
と
い
う
。
昭
和
五

年
ご
ろ
祖
父
か
ら
の
話
で
あ
る
。

城
戸
寿
賀
倍
）

．

先
月
ド
ラ
ゴ
ソ
シ
ソ

↑
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

]
一
千
年
辰
年
に
ち
な
ん

で
町
内
外
か
ら
龍
に
関

心
の
あ
る
人
や
研
究
者
、

一
般
の
人
多
数
参
加
さ

れ
盛
会
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
ド
ラ
ゴ
ソ
ア
ー

ト
の
コ
ソ
テ
ス
ト
も
あ
り
見
事

な
絵
や
詩
が
応
募
さ
れ
て
お
り

特
に
子
供
達
も
私
達
大
人
の
考

え
の
及
ば
な
い
よ
う
な
発
想
や

イ
メ
ー
ジ
で
創
作
し
た
作
品
が

多
数
出
品
さ
れ
て
お
り
感
心
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
優

秀
作
品
の
表
彰
式
で
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
壇
上
で
賞
状
を
渡
さ
れ

る
町
長
の
前
で
受
賞
す
る
子
供

達
が
き
ち
ん
と
頭
を
下
げ
て
礼

を
し
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
高

校
生
か
ら
小
学
生
迄
ほ
と
ん
ど

の
子
が
前
に
立
っ
た
時
も
、
受

け
取
っ
た
時
も
頭
を
下
げ
な
い

か
、
し
て
も
ほ
ん
の
少
し
頷
く

か
首
を
振
る
程
度
で
丁
寧
な
礼

と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
で
立
派
な
作
品
と
裏

腹
に
大
変
残
念
に
思
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
そ
う
感
じ
た
の
は

私
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

二
十
一
世
紀
、
新
し
い
時
代

を
創
る
、
こ
の
子
供
達
が
や
は

り
礼
や
あ
い
さ
つ
は
大
切
に
し

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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「
あ
な
た
の
短
所
を
言
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
尋
ね
ら
れ
た

ら
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
が
、

「
あ
な
た
の
長
所
を
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら

な
か
な
か
思
い
浮
か
ば
な
い
、

も
し
く
は
言
い
に
く
い
。
そ
う

い
う
人
は
け
っ
こ
う
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
も

っ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
を

大
切
に
す
る
こ
と
、
自
分
と
い

う
も
の
を
し
っ
か
り
も
つ
こ
と

が
必
要
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。私

が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

「
だ
れ
に
も
負
け
な
い
と
い
う

も
の
を
‘
―
つ
で
い
い
か
ら
作

り
な
さ
い
。
」
な
ど
と
学
校
で

よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
し

か
し
、
た
と
え
何
か
が
そ
の
学

校
で
一
番
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

外
の
世
界
に
出
て
み
れ
ば
ま
だ

上
が
た
く
さ
ん
い
た
り
と
い
う

こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
「
自

分
は
何
に
自
信
を
持
て
ば
い
い

の
だ
ろ
う
。
―
つ
で
い
い
か
ら

予
子
林
小
学
校

下

石

雅

樹

と
言
わ
れ
て
も
そ
の
一
っ
さ
え

見
つ
か
ら
な
い
…
…
。
」
も
ち

ろ
ん
負
け
ん
気
を
持
っ
て
が
ん

ば
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
誰

か
に
か
な
わ
な
い
と
し
て
も
一

番
は
、
心
の
充
実
感
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
人
を

蹴
落
と
し
て
得
る
マ
イ
ナ
ス
の

充
実
感
で
は
な
く
、
自
分
自
身

が
達
成
す
る
プ
ラ
ス
の
充
実
感

で
す
。
ナ
ソ
バ
ー
ワ
ソ
と
オ
ソ

リ
ー
ワ
ソ
ど
ち
か
ら
も
大
切
で

し
ょ
う
が
、
自
分
を
し
っ
か
り

持
つ
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
ま

わ
り
の
人
に
も
目
が
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
の
中
に
は
、
実
に
不
合
理

な
差
別
・
人
権
無
視
が
あ
り
ま

す
。
世
間
体
に
合
わ
せ
て
行
動

す
る
よ
り
、
自
分
の
意
思
で
し
つ

か
り
行
動
す
る
と
い
う
心
を
も

ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

‘、’

見事優勝 ー
・ 糸東会空手世界大会（紺屋沙也乃さん）

世界大会べ区 卜8(7j印旦航くん

公民館で週 2回（月・金）練習している空手（糸東会指導者清水良治さん）の世界

大会が 8月25日に東京都日本武道館で開催されました。世界33カ国1,600人（内肱

川道場から二人）が参加して形、組み手の部門で競いました。参加した二人とも

臆することなく日頃の成果を発表し、見事形の部で、紺屋沙也乃（町外）さんが優

勝し、同じく山口航（大和）くんがベスト八に入賞されました。

また、 7月30日に大阪市中央体育館で全国大会も開催されました。 1,000人（内

肱川道場から 5人）が参加して、形、組

み手の部門で競いました。この大会でも

肱川から参加した選手が健闘し、組み手

の部で松本尚也（小藪）くんがベスト 16、

形の部で紺屋沙也乃さんがベスト 5、山

口航くんと黒田利信（中居谷）くんがベス

ト16に入賞されました。

参加された皆さん、練習されている皆

さん、これからも頑張ってください。 頑張ります（全国大会開会式）

・
場
所

・
日
時

10
月
8
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら

（
雨
天
の
場
合

15
日
（
日
）
）

・

場

所

肱
川
中
学
校
運
動
場

＊
明
老
大
学

・
日
時

＊
町
民
運
動
会

・
場
所

・
日
時

10
月
18
日
（
水
）

午
前
9
時
か
ら

肱
川
町
公
民
館

集
会
室
他

10
月
1
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら

五
十
崎
町
・
内
子
町

＊
ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
大
会

・
日
時

・
対
象

・
場
所

ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
宅

9
月
27ー

28
日

中
学
生

・
日
時

9
月
2
4
日
（
日
）

（
中
野
小
）
午
前
9
時
30
分

（
正
山
小
）
午
前
8
時
30
分

（
大
谷
小
）
午
前
9
時

（
予
子
林
小
）
午
前
9
時
30
分

・
場
所
小
学
校
運
動
場

＊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

＊
町
内
各
小
学
校
運
動
会
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命 レ ン
保健センター
匹 34-2340 

種別 日（曜） 19了- 事 場 所 時 間

4 （水） リハビリ教室 保健セソター 13:00,---..,16:00 

成

人
11（水） 元気印教室 保健セ‘ノター 10:00~ 

保

健
18（水） 結核レ ソ トゲソ検診 町内 5カ所 9 :30~15:00 

12（木） 1オ6カ月・3オ児健康診査 保健セソター 13:00,...___,13:30 

母

子
17（火） 幼児教室 保健セソター 9 :30~ 

保

健
30（月） ポリオ予防接種 保健セソター 13:30,.....__,14:oo 

24（火） 献血 大洲高校肱川分校 9 :30,,...__,10:30 

そ

の 献血 保健セソター 11 : 00"-'12 : 30 

他
献血 保健セソター 13:30,,..___,15:oo 

グ |-
［行事予定表 〕

日（曜） 主な行事

3 （火） 不用犬回収

町民運動会
8 (日） えりも町海の幸と山の幸

フェスティバル

17（火） 不用犬回収

19（木） 古紙収集

20（金） 戦没者追悼式

22 (日） 秋の道路愛護デー

31（火） 不用犬回収

10月の不燃物収集

収集日 10月16日（月）

※前日に指定の場所へ

収集地区大和中野下鹿野川

上鹿野川八重栗上森山京造

見の越月野尾正山地区岩谷

地区 予子林地区

1 0月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

1 (日） 村 上 医 院 24-2346 

久 保 医 院 25-0158 

8 (日）

辻 内科医院 52-0174 

9 （月） 肱 JI I 医 院 25-2915 

15(日） 城 戸眼科医院 24-3008 

般 22(日） 瀬 医 院 26-0003 

29(日） 藤本外科医院 24-2310 

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので

あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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歳

行
政
相
談

日

時

1

0

月
5
日
（
木
）

午
後

1
時
3
0
分
ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

相

相

談

員

福

田

保

角

田

和

三

10
月

5
日
（
木
）

後

藤

忠

寺

岡

初

恵

10
月

20
日（

金
）

時

間

午

後

1
時

30
分
ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

101011010 
月月月月相
2061194 
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金金木水日
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日

そ
の
他

丘河
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（
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か
み
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